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教
主
さ
ま
お
作
　
灰
釉
茶
盌
「
大
公
孫
樹
」　

月
宮
宝
座
土
／
天
恩
郷
大
銀
杏
釉

生い
き
て
ゐ
る
こ
と
の
嬉うれ
し
く
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
見み

る
も
の
聞き

く
も
の
親し
た

し
く
な
り
ぬ

【 

尊
師
　
出
口
日
出
麿 

】
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総
務
管
理
課
主
任
　
菊 

池
　
ま
ゆ
み

み
ろ
く
の
世

　
先
日
、
一
般
の
方
か
ら
電
話
で
〝
み
ろ
く
の
世
〟
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し

い
と
の
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　〝
み
ろ
く
〟
と
は
、
仏
教
で
の
〝
弥み

勒ろ
く

〟（
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
）
で
あ
り
、
キ

リ
ス
ト
の
言
う
〝
再
臨
〟
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
大
本
で
は
〝
五
六
七
〟

と
書
い
て
「
み
ろ
く
」
と
読
み
、
ご
神
諭
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

「
五み

六ろ

七く

の
世
が
参
り
た
ぞ
よ
。
釈
迦
が
五
十
六
億
七
千
万
年
の
後
に
、
至み

仁ろ

至く

愛さ

神ま

の
神よ政
が
来
る
と
預も

言う

し
た
の
は
、
五み

六ろ

七く

と
申
す
こ
と
で
あ
る

ぞ
よ
。
皆
謎
が
掛
け
て
あ
り
た
の
じ
ゃ
ぞ
よ
」（『
い
づ
の
め
し
ん
ゆ
』）

　
み
ろ
く
の
世
と
は
、「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
と
い
う
わ
れ
よ
し
の
世
を
改
め
、

神
さ
ま
の
み
こ
こ
ろ
に
添
う
人
と
人
と
の
和
合
、
国
と
国
と
の
和
合
が
出
来

て
、
上
下
揃
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
処
と
こ
ろ

を
得
る
」
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
五み

六ろ

七く

の
世
に
は
、
善よ

き
こ
と
も
悪あ
し

き
こ
と
も
一
度
に
出で
て
く現
る
ぞ

よ
」（『
い
づ
の
め
し
ん
ゆ
』）
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
世
界
的
な
異
常
気
象
、
気
象
災
害
な
ど
が
頻
発
し
、
い
ま
だ
続
く

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
い
、
マ
ウ
イ
島
の
山
火
事
、
そ
し
て
ガ
ザ
の
イ

ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
戦
争
勃
発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
日
本
で
も
、
経
済
低
迷
、
特
殊
詐
欺
、
窃
盗
犯
罪
や
殺
人
な
ど
、
痛

ま
し
い
限
り
で
す
。

　
物
質
的
な
豊
か
さ
や
経
済
発
展
だ
け
に
目
を
向
け
、
魂
や
精
神
（
本
来
持

つ
べ
き
心
）
の
向
上
を
な
お
ざ
り
に
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
た
ち

は
考
え
直
す
時
期
が
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
人
が
大
切
に
し
て
き
た
、

「
あ
り
が
た
い
、
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
感
謝
の
心
を
取
り
戻
す
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
大
本
で
は
、
み
ろ
く
の
世
の
住
人
に
な
る
た
め
の
尊
い
み
教
え
を
た
く
さ

ん
頂
い
て
い
ま
す
。
混
迷
の
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
辛
い
こ
と
や
、
思

わ
ぬ
出
来
事
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
省
み
り
み
る
心
を
持
っ
て
、
み
ろ

く
の
世
の
住
人
と
な
ら
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
す
べ
て
の
国
や
人
が
和
合

し
、一
日
も
早
く
〝
み
ろ
く
の
世
〟
に
な
る
御
用
に
お
仕
え
し
た
い
も
の
で
す
。
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1212
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

　　
２２
日
（
土
）
〜
３
日
（

日
（
土
）
〜
３
日
（
日日
））  

  

　
　
聖
地
参
拝
ツ
ア
ー

　
　
聖
地
参
拝
ツ
ア
ー

　　
1010
日
（
日
（
日日
））  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

　　
1616
日
（
土
）

日
（
土
）  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

開
祖
聖
誕
祭
（
１
８
７
年
）
　

開
祖
聖
誕
祭
（
１
８
７
年
）
　

　　
2525
日
（
月
）

日
（
月
）  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

出
口
日
出
麿
尊
師
毎
年
祭
（

出
口
日
出
麿
尊
師
毎
年
祭
（
3232
年
）
年
）

　　
2525
日
（
月
）

日
（
月
）  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

  

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

（
配
信
）

    
    

講
題
講
題    

霊
界
案
内

霊
界
案
内

　
　
〜
出
口
王
仁
三
郎
が
示
す
霊
界
の
世
界
〜

　
　
〜
出
口
王
仁
三
郎
が
示
す
霊
界
の
世
界
〜

    
    

講
師
講
師    

西
山
桂
一
郎

西
山
桂
一
郎
　（
愛
善
宣
教
課
長
）

（
愛
善
宣
教
課
長
）

大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

　死後の世界（あの世）とは？

　世界中の誰しもが１度や２度はぶつかる

疑問。大本では、「死後の世界（あの世）は

存在する」と説いています。出口王仁三郎

聖師の『霊界物語』に示されている死後の

世界、霊界の様子などを紹介します。

　　講師：西山 桂一郎講師：西山 桂一郎（東京宣教センター愛善宣教課長）（東京宣教センター愛善宣教課長）

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
1212 ⺼⺼ 2525 日（月）日（月）19：00 〜19：00 〜

霊 界 案 内霊 界 案 内
〜出口王仁三郎が示す霊界の世界〜  

東
光
苑
月
次
祭
を
開
催

　

10
月
の
東
光
苑
月
次
祭
並
び
に
市
杵
島

姫
命
例
祭
は
10
月
８
日
午
前
10
時
30
分
か

ら
、
斎
主
・
野
月
泰
子
直
心
会
東
京
連
合

会
員
の
も
と
執
行
さ
れ
、
２
１
０
人
が
参

拝
し
た
＝
写
真
左
。
祭
員
は
関
東
教
区
直

心
会
員
、
伶

人
は
二
絃

の
会
関
東

支
部
、
大
本

神
諭
拝
読

は
椿
リ
ツ

直
心
会
茨

城
連
合
会

長
が
担
当
。

東
光
庵
で

は
添
釜
が

か
け
ら
れ
、

神
奈
川
主

会
が
担
当

し
た
。

　

祭
典
後
、

小
林
龍
雄
大

本
本
部
長
・

人
類
愛
善
会

会
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ

た
＝
写
真
下
。

続
い
て
本
年
９
月
１
日
付
で
、
関
東
教

区
の
総
代
と
な
っ
た
中
島
浩
さ
ん
と
、

総
局
推
薦
総
代
に
再
任
し
た
朝
倉
暢
子

さ
ん
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
ま
た
、

１
階
・
３
階
ロ
ビ
ー
で
は
、
青
年
部
に

よ
る
第
50
回
南
米
本
部
夏
期
学
級
送
り

出
し
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
た
。
祭
典
に
前

後
し
て
、
祭
典
前
に
は
若
宮
清
美
さ
ん

（
茨
城
主
会
）
指
導
で
「
祭
式
体
験
『
玉

串
捧
奠
の
仕
方
』」
が
、
直
心
会
茨
城

連
合
会
の
指
導
で
「
木
の
花
帯
着
付
け

体
験
」
が
催
さ
れ
た
。
ま
た
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
人
類
愛
善
会
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

の
会
議
が
行
わ
れ
た
。

聖地参拝ツアー

12月2日（土）～ 12月3日（日）
〜天恩郷月次祭参拝〜

○ 参加費は東京⇔亀岡の往復交通費、聖地での宿泊並
びに食費、研修費を含みます。

○ 移動中の食事等は含みません。
○ 新幹線でご移動をご希望の方はご相談ください。
申込先　   〒 110-0008　
　　　　   東京都台東区池之端 2-1-44 大本東京本部
　　　　　Tel 03-3821-3701　Fax 03-3821-5283
　　　　　Mail k-nishiyama@oomoto.or.jp【担当西山】
締　切　　11 月 25 日（土）

募集人員　20人まで
参 加 費　10,000円12 月 2 日（土）　　

09:00	 東光苑　集合
09:30	 東光苑　発
17:30	 天恩郷　着
19:30	 特別講座（予定）
12 月 3 日（日）
08:30	 お作品拝観・神苑案内
10:00	 天恩郷月次祭　参拝
	 直会後添釜入席
13:30	 天恩郷　発　
21:00	 東光苑　着

　

関
東
教
区
総
代

大本総代の紹介
東北・関東教区 　

東
北
教
区
総
代

 

総
局
推
薦
総
代

 

総
局
推
薦
総
代

日　程	日　程	 11 月 25日（土）11月 25日（土）
	 午後 1時 30分～ 4時	 午後 1時 30分～ 4時
会　場	会　場	 大本東京本部・東京宣教センター大本東京本部・東京宣教センター
内　容	内　容	 鎮魂　『大本神諭』の浄書鎮魂　『大本神諭』の浄書
参加費	参加費	 1000 円1000 円
定　員	定　員	 20 人（定員に達し次第、締め切り）20人（定員に達し次第、締め切り）
締　切	締　切	 11 月 20日（月）11月 20日（月）
※「自己を見つめる集い」とは、信徒一人ひとりの信仰※「自己を見つめる集い」とは、信徒一人ひとりの信仰
　 向上のため、自己研鑽する一助となることを目的とし　 向上のため、自己研鑽する一助となることを目的とし
　 たプログラムです。（一般の方の参加も可）　 たプログラムです。（一般の方の参加も可）

		 東京宣教センター愛善宣教課東京宣教センター愛善宣教課（担当・西山）（担当・西山）

自己を見つめる集い
〜 鎮 魂 と 浄 書 〜

 宮 澤  俊 勝  新新 中島 　　浩  新新

 朝倉 　暢子  再再  嶋貫 　光喜  再再


